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(57)【要約】
　本発明は、特に自動の家庭用又は業務用器物洗浄機において、カチオン性澱粉を含有す
る洗剤組成物を用いて、器物を洗浄する方法を開示する。これはすすぎ工程における界面
活性剤の必要性を排除する。カチオン性澱粉は、すすぎ剤成分を添加することなく、水性
すすぎ剤工程においてシート上に広がる作用を与えるように器物上にカチオン性澱粉の層
を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）器物を洗浄工程において、大部分の水性希釈剤及び各１００万部の水性希釈剤当
たり約２００～５０００重量部の器物洗浄用洗剤を含む水性洗浄組成物と、器物洗浄機中
で接触させることと、
（ｂ）洗浄した器物をすすぎ工程において、意図的に添加されるすすぎ剤を実質的に含ま
ない水性すすぎ剤と接触させることとを含む、器物を洗浄する方法であって、水性すすぎ
剤工程においてシート状に広がる作用を与えるように器物上に多糖の層を提供するために
、器物洗浄用洗剤が十分量のカチオン性澱粉を含有すること、及び器物洗浄用洗剤が非イ
オン性界面活性剤を含有する場合、非イオン性界面活性剤対カチオン性澱粉界面活性剤の
重量比が最大で１／１であること及び／又は水性洗浄組成物中の非イオン性界面活性剤の
濃度が最大で２０ｐｐｍであることを特徴とする器物を洗浄する方法。
【請求項２】
　カチオン性澱粉が、アンモニウム基、第４級アンモニウム基、グアニジウム基、スルホ
ニウム基及び／又はホスホニウム基に由来するカチオン性基を含有する、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　カチオン性澱粉が、次式の第４級アンモニウム基であるカチオン性基を含有する、請求
項２に記載の方法
【化１】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に、低級アルキル又は低級ヒドロキ
シアルキル基であり、好ましくはＲ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に、Ｃ１～
Ｃ６アルキル又はＣ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基であり、より好ましくは、Ｒ１、Ｒ２

及びＲ３は同一のＣ１～Ｃ４アルキル基であり、Ｒ４はＣ３～Ｃ６ヒドロキシアルキル基
であり、さらにより好ましくは、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３はメチル基であり、Ｒ４はＣ３～Ｃ
６ヒドロキシアルキル基である］。
【請求項４】
　カチオン性澱粉が、（３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル）トリメチルアンモニウム
クロリドで修飾された澱粉である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　カチオン性澱粉が、
カチオン性澱粉を含む洗剤を用いた場合の乾燥時間／カチオン性澱粉を含まない洗剤を用
いた場合の乾燥時間
の比に相当し、最大で０．９である平均乾燥係数及び／又は
カチオン性澱粉を含む洗剤を用いた場合の５分後の水滴数／カチオン性澱粉を含まない洗
剤を用いた場合の５分後の水滴数
の比に相当し、最大で０．５である平均乾燥係数を実現する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　カチオン性澱粉が、洗剤の０．０１％～５０％（ｗ／ｗ）、好ましくは０．１％～２０
％（ｗ／ｗ）、より好ましくは０．２～１０％（ｗ／ｗ）、さらにより好ましくは０．５
％～５％（ｗ／ｗ）、最も好ましくは１～５％（ｗ／ｗ）を占める、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　カチオン性澱粉が、水性洗浄組成物中に１～１００ｐｐｍ、好ましくは２～５０ｐｐｍ
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、より好ましくは５～５０ｐｐｍの量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　水性洗浄組成物が非イオン性界面活性剤を含有しない、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　器物洗浄機が自動の家庭用機械である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　器物洗浄機が自動の業務用機械である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　洗浄工程が、濃縮バージョンの洗剤を添加すること及びその後水性希釈剤により前記洗
剤を希釈することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　洗剤及びカチオン性澱粉が個別の製品として洗浄工程に添加される、請求項１に記載の
方法。
【請求項１３】
　器物洗浄用洗剤が、粉末、顆粒状粉末、タブレット、固体ブロックの形態であるか、又
は小袋中の粉末及びタブレットの組合せである、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　器物洗浄用洗剤が、液体、構造化液体又はゲルの形態である、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄段階における汚れ除去及びすすぎ段階におけるすすぎ又はすすぎ水のシ
ート状の広がりを促進する洗剤を用いた、器物洗浄プロセスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　器物洗浄のプロセスは少なくとも２つの工程、主洗浄工程及びすすぎ工程を含むことが
できる。主洗浄では、ノズルを介して主洗浄溶液を基材上にポンプで注入することにより
、基材を洗浄する。この主洗浄溶液は、アルカリ剤、ビルダー、漂白剤、酵素、消泡又は
洗浄のための界面活性剤、ポリマー、腐食防止剤などの成分を含有し得る主洗浄用洗剤を
溶解させることによって得られる。主洗浄後のすすぎ工程では、すすぎ補助溶液を含有す
る温水又は熱水を基材上に流し、続いて温風を流して乾燥プロセスをさらに改善すること
ができる。すすぎ補助剤は典型的には、多くの場合ヒドロトロープと、時にはポリマー、
シリコーン、酸などの他の添加剤と組み合わせて、水中に１０～３０％の量で存在する非
イオン性物質からなる。
【０００３】
　国際特許出願ＷＯ２００８／１４７９４０（事前公開されていない）は、組込み型すす
ぎ補助剤として多糖を主洗浄用洗剤中に含むことを開示している。この特許出願は、主洗
浄プロセスで器物上に吸着する多糖がシート状に広がる作用を生じさせ、あらゆる水質に
おいて良好な乾燥特性をもたらすことを開示している。最良の乾燥特性はカチオン性グア
ー（例えばＪａｇｕａｒ　Ｃ１０００）によって得られ、これはガラス及び金属基材にお
ける非常に良好な乾燥、並びにプラスチック材料における妥当なレベルの乾燥をもたらす
。
【０００４】
　特開２００７－１６９４７３は、カチオン化された水溶性の多糖及び非イオン性界面活
性剤を含む食器洗い機用のクレンザー組成物を開示しており、非イオン性界面活性剤に対
する多糖の重量比は３／１～１／１０である。実施例では、非イオン性界面活性剤と合わ
せた３つのカチオン性セルロース及び１つのカチオン性澱粉の性能が報告されている。カ
チオン性澱粉に対する非イオン性界面活性剤の重量比は、これらの実施例において約３／
１から８／１まで様々である。第１に、カチオン性セルロースは、これらのセルロースに
よって作り出される高レベルの泡が機械による器物洗浄におけるそれらの使用を制限する
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ことになるという欠点を有するが、それは泡は洗浄プロセスにおける機械的作用を低下さ
せ、そのため基材の洗浄を弱めることになるからである。第２に、非イオン性界面活性剤
対カチオン性澱粉の高い重量比及びカチオン性澱粉と共に施用される比較的高レベルの非
イオン性界面活性剤が、洗浄及び乾燥に関して悪影響を有すること、塩素と共に化学的な
不安定性を与えること、相当の泡立ちをもたらすこと、液体組成物における物理的な不安
定性を与えること、固体組成物の劣悪な流動特性をもたらすこと及びタブレット又はブリ
ケットの製造を妨げることによって、器物洗浄において不利であることが分かった。
【０００５】
　驚くべきことに、今回、カチオン性澱粉はカチオン性グアー及びカチオン性セルロース
の制約の一部を克服することが分かった。カチオン性澱粉は、カチオン性グアーと比較し
て乾燥性能をさらに改善することさえでき、プラスチック材料を含めたいかなる種類の基
材においても非常に良好な乾燥をもたらす。カチオン性澱粉はさらに、非イオン性界面活
性剤が低レベルにおいてのみ洗浄溶液中に供給される場合、特に非イオン性界面活性剤が
全く供給されない場合に、改善された性能を示す。さらに、カチオン性澱粉は良好な非泡
立ち特性を有し、カチオン性セルロースのそれよりもはるかに良好である。様々な汚れと
の組合せであっても、カチオン性澱粉を含有する機械による器物洗浄プロセスにおいては
低レベルの泡しか生じないが、一方でカチオン性グアーを用いる同様のプロセスは、発泡
に関してはるかに敏感であろう。さらに、Ｈｉ－Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２のようなカチオン
性澱粉は間接的な食品接触が認められており、容易に入手可能である。最後に、Ｈｉ－Ｃ
ａｔ　ＣＷＳ　４２などのカチオン性澱粉は、相分離のリスクを伴わずに固体顆粒洗剤中
に容易に組み込むことができる。このカチオン性澱粉の粒径が比較的大きいため、粒子の
分離は妨げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際特許出願ＷＯ２００８／１４７９４０
【特許文献２】ＪＰ２００７－１６９４７３
【特許文献３】ＷＯ２００６／１１９１６２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　カチオン性澱粉を含有する洗剤組成物を用いた器物を洗浄する方法が提供される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　器物洗浄用洗剤におけるカチオン性澱粉の使用は、意図的に添加されるすすぎ剤を実質
的に含まない水性すすぎ剤を用いてすすぎを行う場合に、器物の改善された乾燥挙動を有
利に実現する。非イオン性界面活性剤対カチオン性澱粉の重量比が最大で１／１であるな
らば、洗剤組成物は非イオン性界面活性剤を含有してもよい。
　特に、この方法は
　器物を洗浄工程において、大部分の水性希釈剤及び各１００万部の水性希釈剤当たり約
２００～５０００重量部の器物洗浄用洗剤を含む水性洗浄組成物と、器物洗浄機中で接触
させることと、
【０００９】
　洗浄した器物をすすぎ工程において、意図的に添加されるすすぎ剤を実質的に含まない
水性すすぎ剤と接触させることとを含み、水性すすぎ剤工程においてシート状に広がる作
用を与えるように器物上にカチオン性澱粉の層を提供するために、器物洗浄用洗剤が十分
量のカチオン性澱粉を含有すること及び器物洗浄用洗剤が非イオン性界面活性剤を含有す
る場合、非イオン性界面活性剤対カチオン性澱粉の重量比が最大で１／１、好ましくは最
大で０．７５／１、より好ましくは最大で０．５／１、最も好ましくは最大で０．２５／
１であること及び／又は水性洗浄溶液中の非イオン性界面活性剤の濃度が最大で２０ｐｐ
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ｍ、好ましくは最大で１０ｐｐｍ、より好ましくは最大で５ｐｐｍであることを特徴とす
る。
【００１０】
　特に好ましい実施形態において、水性洗浄溶液は非イオン性界面活性剤を全く含有しな
い。
【００１１】
　カチオン性澱粉は、洗剤組成物の総湿重量又は総乾燥重量を基準として、好ましくは洗
剤の０．０１％～５０％（ｗ／ｗ）、より好ましくは０．１％～２０％（ｗ／ｗ）、さら
により好ましくは０．２～１０％（ｗ／ｗ）、さらにより好ましくは０．５％～５％（ｗ
／ｗ）、最も好ましくは１～５％を占める。
【００１２】
　典型的には、水性洗浄組成物、すなわち水性洗浄溶液中のカチオン性澱粉の濃度は、１
～１００ｐｐｍ、好ましくは２～５０ｐｐｍ、より好ましくは５～５０ｐｐｍである。
【００１３】
　カチオン性澱粉は典型的には洗剤の一部として洗浄組成物に添加される。しかし、カチ
オン性澱粉を別個の配合製品として洗浄組成物に添加することも可能である。そのような
別個の配合製品は比較的高レベル（１００％でさえも）のカチオン性澱粉を含有すること
ができる。この別個の製品は、液体又は固体であってもよく、手作業で又は自動的に添加
してもよい。これは、例えば特定の基材の乾燥を促進するために（例えば洗浄の際プラス
チックのトレーの乾燥が困難な場合）、又はカチオン性澱粉と主洗浄用洗剤との間の安定
性の問題を解決するために行ってもよい。このように、水性すすぎ剤工程においてシート
状に広がる作用を与えるように器物上にカチオン性澱粉の層を提供するために、主洗浄に
おけるカチオン性澱粉のレベルを柔軟にかつ主洗浄用洗剤とは独立して調整することがで
きる。
【００１４】
　すすぎ工程では、洗浄した器物を水性すすぎ剤と接触させる。水性すすぎ剤は意図的に
添加されるすすぎ剤（すすぎ補助剤とも呼ばれる）を実質的に含まない。好ましくは、水
性すすぎ剤への意図的なすすぎ剤の添加は全く行わない。
【００１５】
　水性すすぎ剤工程においてシート状に広がる作用を与えるように器物上に層を提供する
ために、カチオン性澱粉は器物洗浄用洗剤中に十分量で存在する。器物洗浄用洗剤での使
用に適したカチオン性澱粉は、器物の乾燥時間の減少及び／又は残留水滴数の減少などの
、全体として改善された乾燥挙動を与えるために、固体表面に十分に吸着するべきである
。
【００１６】
　本発明の方法に対するカチオン性澱粉の適合性を決定するために、主洗浄工程及びすす
ぎ工程を含む業務用器物洗浄プロセスを用いた同一条件下で、基材の乾燥挙動を比較する
。このプロセスにおいて、洗剤組成物は主洗浄工程においてカチオン性澱粉の存在下又は
非存在下で使用され、その後、新しい軟水（すなわちすすぎ補助剤を含まない水）を用い
たすすぎ工程が続く。ドイツ硬度が最大で１である水の硬度を有する軟水を、この試験に
おいて主洗浄及びすすぎの両方で使用する。
【００１７】
　乾燥挙動を３つの異なる種類の基材について測定する。これらは、典型的には、すすぎ
剤成分を使用しない業務用器物洗浄プロセスでは非常に乾燥が困難な試験片である。これ
らの基材は次の通りである：
【００１８】
　２つのガラス試験片（１４８×７９×４ｍｍ）
　２つのプラスチック（「Ｎｙｔｒａｌｏｎ　６Ｅ」（Ｑｕａｄｒａｎｔ　Ｅｎｇｉｎｅ
ｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）；ナチュラル）　試験片（９７×９７
×３ｍｍ）
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　２つのステンレス鋼カップ（１１０×６５×３２ｍｍ）、モデル：Ｌｅ　Ｃｈｅｆ、供
給元：Ｅｌｅｋｔｒｏｂｌｏｋ　ＢＶ。
【００１９】
　乾燥挙動を、乾燥時間（秒）として及び５分後の水滴の残留量として測定する。測定は
典型的には機械を開けた直後に開始する。
【００２０】
　カチオン性澱粉が主洗浄に加えられる場合の乾燥挙動は、乾燥係数によって定量化する
こともできる。これは乾燥時間及び５分後の残留水滴数の両方について計算することがで
き、以下の比に相当する：
カチオン性澱粉を含む洗剤を用いた場合の乾燥時間／カチオン性澱粉を含まない洗剤を用
いた場合の乾燥時間
及び／又は
カチオン性澱粉を含む洗剤を用いた場合の５分後の水滴数／カチオン性澱粉を含まない洗
剤を用いた場合の５分後の水滴数
【００２１】
　より良好な乾燥挙動はより低い乾燥係数に対応する。平均乾燥係数を、３種の異なる基
材すべてにおける平均値として計算する。
【００２２】
　本発明の方法での使用に適したカチオン性澱粉は以下を実現する：
　－　試験しようとするカチオン性澱粉が洗剤中に存在するか又は存在しないかを除いて
同一の条件下で測定される場合、最大で０．９、好ましくは最大で０．８、より好ましく
は最大で０．７、さらにより好ましくは最大で０．６、さらにより好ましくは最大で０．
５、さらにより好ましくは最大で０．４、最も好ましくは最大で０．３である、乾燥時間
に基づく平均乾燥係数。この比の下限は典型的には約０．１であってもよい。及び／又は
【００２３】
　－　試験しようとするカチオン性澱粉が洗剤中に存在するか又は存在しないかを除いて
同一の条件下で測定される場合、最大で０．５、好ましくは最大で０．４、より好ましく
は最大で０．３、さらにより好ましくは最大で０．２、最も好ましくは最大で０．１であ
る、残留する水滴数に基づく平均乾燥係数。この比の下限は０であってもよい。
【００２４】
　試験されるカチオン性澱粉の濃度は、典型的には洗剤組成物中で２～５％（ｗ／ｗ）、
洗浄溶液中で２０～５０ｐｐｍである。
【００２５】
　カチオン性澱粉の有無による乾燥挙動の適切な差違を与える、そのような試験条件を選
択するに当たり、注意を払うべきである。例えば、すすぎ水に添加される一般的なすすぎ
補助剤を用いるプロセスと、同じ洗剤（カチオン性澱粉が存在しない）及び新しい水によ
るすすぎ工程を用いるプロセスとを比較する場合、乾燥における適切な差違を与えるよう
な条件が適している。すすぎ水中にすすぎ補助剤を使用しないプロセスでは、基材は典型
的には５分以内に乾燥せず、５～２５の間の平均残留水滴数が得られるが、一方すすぎ補
助剤を用いるプロセスでは、平均残留水滴数はこの数の半分未満である。適切な条件は例
えば実施例１の条件である。一般的なすすぎ補助剤は、すすぎ水中に約１００ｐｐｍで添
加された非イオン性界面活性剤、例えばＲｉｎｓｅ　Ａｉｄ　Ａであってもよい（実施例
１を参照のこと）。
【００２６】
　この比較に用いることができる洗剤組成物は、典型的にはリン酸塩、メタケイ酸塩及び
次亜塩素酸塩、例えば０．４０ｇ／ｌトリポリリン酸ナトリウム＋０．５２ｇ／ｌメタケ
イ酸ナトリウム＋０．０２ｇ／ｌジクロロイソシアヌル酸ナトリウム塩２水和物（ＮａＤ
ＣＣＡ）を含有する。
【００２７】
　カチオン性澱粉
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　本明細書で定義される場合、カチオン性澱粉はカチオン性基を含有する澱粉である。カ
チオン性澱粉上のカチオン性電荷は、アンモニウム基、第４級アンモニウム基、グアニジ
ウム基、スルホニウム基、ホスホニウム基、結合した遷移金属及び他の正電荷を持つ官能
基に由来してもよい。
【００２８】
　好ましいカチオン性基は、式
【化１】

の第４級アンモニウム基であり、式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立に、
低級アルキル又は低級ヒドロキシアルキル基である。より好ましくは、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３

及びＲ４は、それぞれ独立に、Ｃ１～Ｃ６アルキル又はＣ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基
である。さらにより好ましくは、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は同一のＣ１～Ｃ４アルキル基であ
り、Ｒ４はＣ３～Ｃ６ヒドロキシアルキル基である。さらにより好ましくは、Ｒ１、Ｒ２

及びＲ３はメチル基であり、Ｒ４はＣ３～Ｃ６ヒドロキシアルキル基である。最も好まし
いカチオン性基は第４級２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニウム）プロピル基で
ある。
【００２９】
　カチオン性基は、エーテル結合又はエステル結合を介して澱粉と結合していてもよい。
　カチオン性澱粉の澱粉成分は、コメ、タピオカ、コムギ、トウモロコシ又はジャガイモ
などの天然源に由来する澱粉であってもよい。これは、液体洗剤組成物において有利な場
合がある、部分的に加水分解された澱粉であってもよい。これはさらに置換基を含んでい
てもよく及び／又は疎水的に修飾されてもよい。
【００３０】
　２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニウム）プロピル基で修飾されたカチオン性
澱粉、例えば（３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル）トリメチルアンモニウムクロリド
で修飾された澱粉が好ましい。適切なカチオン性澱粉は、ＨＩ－ＣＡＴの商品名でＲｏｑ
ｕｅｔｔｅから、ＳｏｌｓａＣＡＴの商品名でＰＴ．Ｓｔａｒｃｈ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　
Ｉｎｔｅｒｎａｓｉｏｎａｌ　Ｋａｗａｓａｎから、ＣＡＴＯの商品名でＮａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｓｔａｒｃｈ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌから、Ｍｅｒｍａｉｄの商品名でＳｈｉｋｉｓ
ｈｉｍａ　Ｓｔａｒｃｈから及びＥｘｃｅｌｌの商品名でＮｉｐｐｏｎ　Ｓｔａｒｃｈ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌから販売されている。
【００３１】
　特に好ましいのは以下のカチオン性澱粉である：ＨＩ－ＣＡＴ　ＣＷＳ　４２（Ｒｏｑ
ｕｅｔｔｅ）、ＳｏｌｓａＣＡＴ　１６、１６　Ａ、２２、２２Ａ、３３及び５５　Ａ（
ＰＴ．Ｓｔａｒｃｈ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｓｉｏｎａｌ　Ｋａｗａｓａｎ
製のカチオン性タピオカ澱粉誘導体）、ＣＡＴＯ　３０４、３０６及び３０８（Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｌｉｍｉｔｅｄ製のカチオン性タピオ
カ澱粉）、Ｍｅｒｍａｉｄ　Ｍ－３５０Ｂ（Ｓｈｉｋｉｓｈｉｍａ　Ｓｔａｒｃｈ　ＣＯ
．ＬＴＤ製のα－カチオン性澱粉）、Ｅｘｃｅｌｌ　ＤＨ及びＥｘｃｅｌｌ　ＮＬ（Ｎｉ
ｐｐｏｎ　Ｓｔａｒｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ　Ｌｔｄ．製の水素化加水分解カチオ
ン性澱粉）。
【００３２】
　カチオン性澱粉は、ＷＯ２００６／１１９１６２に記載のように、洗剤組成物中で単独
で、又は他の多糖類と組み合わせて、又は高分子界面活性剤若しくは非イオン性界面活性
剤と組み合わせて使用できる。
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【００３３】
　カチオン性澱粉は、特定のアニオン、例えばケイ酸及び／又はホスホン酸及び／又はリ
ン酸及び／又はＥＤＴＡ及び／又はＭＧＤＡ及び／又はＮＴＡ及び／又はＩＤＳ及び／又
は水酸化物及び／又はクエン酸及び／又はグルコン酸及び／又は乳酸及び／又は酢酸アニ
オンと組み合わせてもよい。液体組成物及び固体組成物の両方において、製品安定性、組
成物中の活量のレベル及び乾燥性能のような特性は、アニオンの種類によって影響を受け
る場合がある。液体洗剤において、これらの特性はさらに、これらの組成物を作る際の澱
粉及びアニオン成分を添加する順番によって影響を受けることがある。固体洗剤において
、これらの特性はさらに、顆粒又は粉末の構造及び組成物の溶解挙動によって影響を受け
ることがある。最後に、カチオン性澱粉とアニオンとの間の錯体形成生成物は、様々な水
質におけるカチオン性澱粉の乾燥特性に影響を与えることになる。
【００３４】
　洗剤組成物
　本明細書において上記に記載したカチオン性澱粉に加えて、洗剤組成物は、好ましくは
アルカリ源、ビルダー（すなわちキレート剤／金属イオン封鎖剤の部類を含めた洗浄ビル
ダー）、漂白系、抗スケール剤、腐食防止剤、界面活性剤、泡立ち防止剤及び／又は酵素
から選択される従来の成分を含んでいてもよい。適切な腐食剤としては、アルカリ金属水
酸化物、例えば水酸化ナトリウム又は水酸化カリウム及びアルカリ金属ケイ酸塩、例えば
メタケイ酸ナトリウムが上げられる。特に効果的なのは、ＳｉＯ２：Ｎａ２Ｏのモル比が
約１．０～約３．３であるケイ酸ナトリウムである。洗剤組成物のｐＨは典型的にはアル
カリ領域であり、好ましくは≧９、より好ましくは≧１０である。
【００３５】
　ビルダー物質
　適切なビルダー物質（リン酸塩及び非リン酸塩ビルダー物質）は当技術分野で周知であ
り、多くの種類の有機及び無機化合物が文献中に記載されている。それらは通常、アルカ
リ度及び緩衝能を与え、凝集を防ぎ、イオン強度を維持し、汚れから金属を抽出し及び／
又は洗浄溶液からアルカリ土類金属イオンを除去するために、あらゆる種類の洗浄組成物
中に使用されている。
【００３６】
　本明細書において使用可能なビルダー物質は、様々な既知のリン酸塩及び非リン酸塩ビ
ルダー物質のいずれか１つ又は混合物であってもよい。適切な非リン酸塩ビルダー物質の
例は、アルカリ金属のクエン酸塩、炭酸塩及び重炭酸塩；並びにニトリロ三酢酸（ＮＴＡ
）の塩；メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）の塩；グルタル酸二酢酸（ＧＬＤＡ）の塩、
ポリマレエート、ポリアセテート、ポリヒドロキシアクリレート、ポリアクリレート／ポ
リマレエート及びポリアクリレート／ポリメタクリレートコポリマーなどのポリカルボキ
シレート、並びにゼオライト；層状シリカ及びそれらの混合物である。それらは（重量％
で）１～７０、好ましくは５～６０、より好ましくは１０～６０の範囲で存在してもよい
。
【００３７】
　特に好ましいビルダーは、リン酸塩、ＮＴＡ、ＥＤＴＡ、ＭＧＤＡ、ＧＬＤＡ、ＩＤＳ
、クエン酸塩、炭酸塩、重炭酸塩、ポリアクリレート／ポリマレエート、無水マレイン酸
／（メタ）アクリル酸コポリマー、例えばＢＡＳＦより入手可能なＳｏｋａｌａｎ　ＣＰ
５である。
【００３８】
　抗スケール剤
　食器及び機械部品上のスケール形成は重大な問題となり得る。これはいくつかの発生源
から生じ得るが、主としてこれは、アルカリ土類金属炭酸塩、リン酸塩又はケイ酸塩の析
出に起因する。炭酸カルシウム及びリン酸カルシウムは、最も重大な問題である。この問
題を軽減するために、スケール形成を最小限にする成分を組成物中に組み込むことができ
る。これらとしては、１，０００～４００，０００の分子量のポリアクリレート（その例
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はＲｏｈｍ＆Ｈａａｓ、ＢＡＳＦ及びＡｌｃｏ　Ｃｏｒｐ．により供給される）及び他の
部分と組み合わせたアクリル酸に基づくポリマーが挙げられる。これらとしては、マレイ
ン酸と組み合わせたアクリル酸（ＢＡＳＦにより供給されるＳｏｋａｌａｎ　ＣＰ５及び
ＣＰ７、又はＲｏｈｍ＆Ｈａａｓにより供給されるＡｃｕｓｏｌ　４７９Ｎなど）；メタ
クリル酸と組み合わせたもの（Ｒｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃにより供給されるＣｏｌｌｏ
ｉｄ　２２６／３５など）；ホスホネートと組み合わせたもの（Ｂｕｃｋｍａｎ　Ｌａｂ
ｏｒａｔｏｒｉｅｓにより供給されるＣａｓｉ　７７３など）；マレイン酸及び酢酸ビニ
ルと組み合わせたもの（Ｈｕｌｓにより供給されるポリマーなど）；アクリルアミドと組
み合わせたもの；スルホフェノールメタリルエーテルと組み合わせたもの（Ａｌｃｏによ
り供給されるＡｑｕａｔｒｅａｔ　ＡＲ　５４０など）；２－アクリルアミド－２－メチ
ルプロパンスルホン酸と組み合わせたもの（Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓにより供給されるＡｃｕ
ｍｅｒ　３１００など、又はＧｏｏｄｒｉｃｈにより供給されるＫ－７７５など）；２－
アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸及びスチレンスルホン酸ナトリウムと組
み合わせたもの（Ｇｏｏｄｒｉｃｈにより供給されるＫ－７９８など）；メチルメタクリ
レート、メタリルスルホン酸ナトリウム及びスルホフェノールメタリルエーテルと組み合
わせたもの（Ａｌｃｏにより供給されるＡｌｃｏｓｐｅｒｓｅ　２４０など）；ポリメタ
クリレート（ＦＭＣにより供給されるＢｅｌｃｌｅｎｅ　２００など）；ポリメタクリレ
ート（Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓ製Ｔａｍｏｌ　８５０など）；ポリアスパルテート；エチレン
ジアミンジスクシネート；有機ポリホスホン酸及びそれらの塩（アミノトリ（メチレンホ
スホン酸）及びエタン１－ヒドロキシ－１，１－ジホスホン酸のナトリウム塩など）が挙
げられる。抗スケール剤は、存在する場合、組成物中に約０．０５重量％～約１０重量％
、好ましくは０．１重量％～約５重量％、最も好ましくは約０．２重量％～約５重量％含
まれる。
【００３９】
　アニオン性ポリマー（その中でも、アクリルポリマー、又は他の部分と組み合わせたア
クリル酸に基づくポリマー、例えばＳｏｋａｌａｎ　ＣＰ５など）を抗スケール剤として
使用する場合、カチオン性澱粉との好ましくない相互作用が生じることがあり、これは低
下した乾燥性能を引き起こすことがある。したがって本発明の一実施形態において、その
ようなポリマーの濃度を減少させるか、又は非ポリマーの抗スケール剤を使用してもよい
。
【００４０】
　界面活性剤
　界面活性剤及び特に非イオン性物質は、洗浄を増進するため及び／又は消泡剤として作
用するために存在してもよい。典型的に使用される非イオン性物質は、アルキレンオキシ
ド基を、本質的に脂肪族又はアルキル芳香族であってもよい有機疎水性物質と縮合させる
ことによって得られる（例えば、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯ及びＰＥＯ部分を有するＣ２～Ｃ１８
アルコールアルコキシレートからなる群から選択される、又はポリアルキレンオキシドブ
ロックコポリマー）。
【００４１】
　界面活性剤は、約０重量％～約１０重量％、好ましくは０．５重量％～約５重量％、最
も好ましくは約０．２重量％～約２重量％の濃度で存在してもよい。本明細書に記載のよ
うなカチオン性澱粉の効果のために、洗剤配合物中の非イオン性界面活性剤レベルを最大
で２重量％まで低くしてもよい。このようにして非イオン性界面活性剤が存在してもよい
が、好ましくは水性洗浄溶液において最大で２０ｐｐｍの非イオン性界面活性剤のレベル
を与える濃度で適用されるべきであり及び／又は最大で１／１の非イオン性界面活性剤対
カチオン性澱粉の重量比を与える濃度で適用されるべきである。洗剤配合物中に非イオン
性界面活性剤が全く存在しないのが有利である。
【００４２】
　漂白剤
　本発明による系での使用に適した漂白剤は、ハロゲン系漂白剤又は酸素系漂白剤であっ
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てもよい。２種類以上の漂白剤を使用してもよい。
【００４３】
　ハロゲン漂白剤としては、アルカリ金属次亜塩素酸塩を使用してもよい。他の適切なハ
ロゲン漂白剤は、ジクロロ及びトリクロロ及びジブロモ及びトリブロモシアヌル酸のアル
カリ金属塩である。適切な酸素系漂白剤は、過ホウ素ナトリウム（四水和物又は一水和物
）、炭酸ナトリウム又は過酸化水素などの過酸素漂白剤である。
【００４４】
　次亜塩素酸塩、ジクロロシアヌル酸及び過ホウ素ナトリウム又は過炭酸ナトリウムの量
は、好ましくはそれぞれ１５重量％及び２５重量％を超えず、例えばそれぞれ１～１０重
量％及び４～２５重量％である。
【００４５】
　泡立ち防止剤
　粉末、顆粒状粉末、タブレット、ブリケット又は固体ブロックの形態の固体洗剤であれ
ば、固体消泡剤の使用が好ましいことがある。適切な固体消泡剤の例は：ＳＩＬＦＯＡＭ
（登録商標）ＳＰ　１５０（Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ製；シリコーン泡立ち防
止粉末）又はＤＣ２－４２４８Ｓ（Ｄｏｗ　Ｃｏｍｉｎｇ製；粉末状泡立ち防止剤）であ
る。
【００４６】
　酵素
　澱粉分解酵素及び／又はタンパク質分解酵素は通常、酵素成分として使用されるであろ
う。本明細書において使用可能な酵素は、バクテリア又は菌類に由来するものであっても
よい。
【００４７】
　少量の様々な他の成分が、化学洗浄系に存在してもよい。これらとしては、溶媒、並び
にエタノール、イソプロパノール及びキシレンスルホネートなどのヒドロトロープ、流動
性調節剤；酵素安定化剤；再付着防止剤；腐食防止剤；並びに他の機能性添加剤が挙げら
れる。
【００４８】
　洗剤組成物の成分は、固体（任意選択により使用前に溶解させる）、水性液体又は非水
性液体（任意選択により使用前に希釈される）の形態で独立に配合してもよい。
【００４９】
　器物洗浄用洗剤は液体又は粉末の形態であってもよい。粉末は顆粒状粉末であってもよ
い。粉末形態の場合、良好な流動特性を与えるため及び粉末の塊の形成を防ぐために、流
動性補助剤が存在してもよい。洗剤は好ましくはタブレット又は固体ブロックの形態であ
ってもよい。やはり好ましくは、数回分の洗浄用の単位用量を提供するために、洗剤は小
袋に入った粉末及びタブレットの組合せであってもよい。液体は、従来の液体、構造化液
体又はゲルの形態であってもよい。
【００５０】
　カチオン性澱粉は、流動性及び安定性のような物理的特性を犠牲にすることなく、タブ
レット、ブロック、粉末又は顆粒のような主洗浄用洗剤中にむしろ容易に組み込むことが
できる。洗浄用洗剤中に組み込まれるカチオン性澱粉は、液体形態であってもよいが、固
体形態であってもよい。
【００５１】
　化学洗浄法は、従来の自動的な業務用器物洗浄プロセス又は家庭内の器物洗浄法プロセ
スのいずれにおいても使用することができる。
【００５２】
　典型的な業務用器物洗浄プロセスは、連続的又は非連続的のいずれかであり、単一タン
ク又は複数タンク／コンベヤー型機で行われる。コンベヤー・システムにおいて、前洗浄
、洗浄、後すすぎ及び乾燥の区域は、一般に仕切りを用いて設置される。洗浄水はすすぎ
区域に導入され、前洗浄区域へ戻る方向に向かって滝のように通過し、一方汚れた食器は
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逆流方向に輸送される。
【００５３】
　典型的には、業務用器物洗浄機は、洗浄工程では４５～６５℃の間の温度で、すすぎ工
程では約８０～９０℃で運転される。洗浄工程は典型的には１０分を超えず、あるいは５
分さえも超えない。さらに、水性すすぎ剤工程は典型的には２分を超えない。
【００５４】
　洗剤を器物洗浄プロセスにおいて、濃縮バージョンで、例えば一般的な量の約１０％の
水性希釈剤を使用して投入し、残りの９０％の水性希釈剤を洗浄プロセスのさらに後の段
階で、例えば器物と濃縮洗剤との１０～３０秒の接触時間後に加えることが考えられ、例
えばＪｏｈｎｓｏｎＤｉｖｅｒｓｅｙのＤｉｖｏｊｅｔ（登録商標）のコンセプトにおい
て実施される。
【００５５】
　定期的に器物を処理するために器物洗浄用洗剤を使用することも予測される。本明細書
に記載のようなカチオン性澱粉を含む洗剤を使用した処理は、カチオン性澱粉を含まない
洗剤を使用した１回又は複数回の洗浄と交互させてもよい。そのような周期的な処理は、
洗剤中の比較的高濃度のカチオン性澱粉によって、例えば５０～５００ｐｐｍのカチオン
性澱粉を洗浄溶液中に供給して行ってもよい。
【００５６】
　驚くべきことに、本明細書に記載のようなカチオン性澱粉を含む洗剤を用いた洗浄方法
は、家庭内の器物洗浄プロセスにおいても非常に良く機能することが分かった。すすぎ工
程が業務用プロセスと比較して実質的により長い、家庭内の器物洗浄条件下であっても、
本明細書に記載のようなカチオン性澱粉は、水性すすぎ剤工程においてシート状に広がる
作用を与えるように器物上に層を提供した。
【００５７】
　本明細書に記載のようなカチオン性澱粉を含む洗剤は、軟水（又は逆浸透水でさえも）
がすすぎ工程及び任意選択によりさらに洗浄工程において使用される場合にも、非常に良
く機能する。逆浸透水は、基材（特にガラス）の優れた外観が重要である場合にしばしば
器物洗浄に使用されるが、それはこのタイプの水は水の残渣を残さないからである。しか
し、標準的なすすぎ補助剤の使用は外観に悪影響を与える恐れがある（非イオン性残渣の
ため）か、又は乾燥が完璧でない場合に斑点ができる恐れがある。
【００５８】
　驚くべきことに、本明細書に記載のようなカチオン性澱粉を含む洗剤は、様々な基材（
ガラス、セラミック及び金属材料だけでなく、プラスチック基材）において適切な乾燥を
実現することが分かった。さらに、カチオン性澱粉を含む洗剤は発泡に関して敏感ではな
い。様々な汚れとの組合せであっても、機械による器物洗浄プロセスにおいて低レベルの
泡しか生成されない。さらに、Ｈｉ－Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２などのカチオン性澱粉は、相
分離のリスクを伴わずに固体顆粒洗剤中に容易に組み込むことができる。このカチオン性
澱粉の粒径が比較的大きいため、粒子の分離は妨げられる。さらに、Ｈｉ－Ｃａｔ　ＣＷ
Ｓ　４２のようなカチオン性澱粉は間接的な食品接触が認められており、容易に入手可能
である。
【００５９】
　この組込み型すすぎ補助剤のコンセプトによって、業務用及び家庭内の器物洗浄におけ
るより単純な洗浄プロセスが得られ、これは別個のすすぎ補助剤を使用する必要性を排除
する。簡易性の向上に加えて、このコンセプトは別個のすすぎ補助剤の原料、包装、加工
、輸送及び保存におけるような明らかなコスト削減をもたらすが、すすぎ補助剤をすすぎ
溶液中に添加するためのポンプの必要を除くことによってもコスト削減をもたらす。
【００６０】
　カチオン性澱粉を含む組込み型すすぎ補助剤のコンセプトによって得られる最適な乾燥
挙動は、基材の静電的特性も低減し得る。
【００６１】
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　器物洗浄プロセス用の組込み型すすぎ補助剤のこのコンセプトにおいて最適な乾燥特性
を実現するカチオン性澱粉は、いくらかの洗浄、消泡、ビルダー、バインダー、レオロジ
ー調節、増粘、構造化、スケール防止又は腐食防止特性をも有し、そのため全体の洗浄プ
ロセスを改善する。特に、組込み型すすぎ補助剤を含まず水のみですすぐ同様の系と比較
して、スケール蓄積の低減が観察された。さらに、ガラス上に残されたすすぎ補助剤由来
の非イオン性物質が典型的には泡を抑制する、標準的なすすぎプロセスと比較して、ビー
ル発泡特性への影響は観察されなかった。また、脂肪タイプの汚れに対する正の汚れ除去
効果が観察された。
【００６２】
　本発明は以下の実施例によってさらに良く理解されるであろう。しかし、当業者は、特
定の方法及び論じられる結果は単に本発明の実例となるものであり、本発明の制限を意図
するものではないことを容易に理解するであろう。
【実施例１】
【００６３】
　この実施例では、様々な基材の乾燥挙動を業務用単一タンク器物洗浄機にて試験する。
軟水を用いる標準的な業務用洗浄プロセスを、特にリン酸塩、メタケイ酸塩及び次亜塩素
酸塩を含む主洗浄プロセスでのこの試験に適用する。
【００６４】
　最初に（試験１：参照）すすぎ剤成分が存在しない（個別のすすぎ剤によって添加され
ておらず、主洗浄プロセスに加えられていない）洗浄プロセスについて、乾燥挙動を決定
する。この場合、主洗浄液は１ｇ／Ｌで添加される主洗浄粉末（特にリン酸塩、メタケイ
酸塩及び次亜塩素酸塩）のみを含有し、すすぎは新しい軟水を用いて行う。
【００６５】
　次いで（試験２）、試験１と同じ主洗浄組成物について、個別に添加されるすすぎ補助
剤と組み合わせて、乾燥挙動を決定する。これは、すすぎ補助剤が添加されるすすぎ溶液
でのすすぎによって基材の乾燥が得られる、代表的な標準の業務用食器洗浄プロセスであ
る。これらのすすぎ剤成分は、個別のすすぎ剤ポンプを介してボイラーの直前に最後のす
すぎ水へ添加される。すすぎ補助剤Ａを、業務用器物洗浄用の代表的なすすぎ補助剤とし
て使用する。この中性すすぎ補助剤は約３０％の非イオン性混合物を含有する。このすす
ぎ補助剤を０．３ｇ／Ｌのレベルで添加することにより、すすぎ溶液中の非イオン性物質
の濃度は約９０ｐｐｍである。すすぎ補助剤Ａの重要成分を下記の表１に示す。
【表１】

【００６６】
　次いで（試験３、４及び５）、すすぎ剤成分が個別のすすぎ剤に添加されていないが（
したがって新しい軟水のみですすぎがなされる）、異なる粉末ベースの製品を主洗浄に１
ｇ／Ｌにて添加した洗浄プロセスについて、乾燥挙動を決定した。
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【００６７】
　試験３では、カチオン性グアーが主洗浄溶液中に存在した：Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１０００
；Ｒｈｏｄｉａ製；グアーガム、２ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニウム）プロピ
ルエーテルクロリド（ＣＡＳ番号：６５４９７－２９－２）。この多糖は、ＷＯ２００８
／１４７９４０に記載される同様の試験において最良の乾燥特性を示したために選択され
た。
【００６８】
　試験４及び試験５では、カチオン性澱粉が主洗浄溶液中に存在した：Ｒｏｑｕｅｔｔｅ
　Ｆｒｅｒｅｓ製ＨＩ－ＣＡＴ　ＣＷＳ　４２；冷水可溶性カチオン製ジャガイモ澱粉（
ＣＡＳ番号：５６７８０－５８－６）。
【００６９】
　これらの洗剤の組成を表２に示す。
【表２】

【００７０】
　これらの試験で使用される器物洗浄機は、Ｈｏｂａｒｔ製の単一タンクフード機（ｈｏ
ｏｄ　ｍａｃｈｉｎｅ）であり、これはフードが自動的に開閉し、器物を乗せたラックが
自動的に機械の内外に輸送されるように、実験室の試験用に自動化されている。
【００７１】
　単一タンクフード機仕様
型：Ｈｏｂａｒｔ　ＡＵＸ７０Ｅ
洗浄浴容量：５０Ｌ
すすぎ容量：４Ｌ
洗浄時間：６５秒
すすぎ時間：８秒
洗浄温度：４５℃
すすぎ温度：８０℃
水：軟水（水硬度：＜１ＤＨ）。
【００７２】
　作業方法
　洗浄浴が軟水で満たされ加熱されると、洗浄プログラムが開始する。洗浄水は内部洗浄
ポンプ及び食卓用器物の上の洗浄アームによって機械の中を循環することになる。洗浄時
間が終了すると、洗浄ポンプが停止し、洗浄水が基材の下の貯水槽中にとどまることにな
る。次いで４Ｌの洗浄浴から自動的にポンプによって排水口へ排水されることになる。次
いですすぎプログラムが開始することになる。ボイラー（軟水の貯水槽に接続している）
からの新しい温水によりすすぎアームによって食卓用器物の上にすすぎがなされることに
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なる。すすぎ時間が終了すると機械が開く。
【００７３】
　（消費者向けの食器洗浄機とは対照的に）新しい軟水のみにより基材上にすすぎがなさ
れる、すなわち主洗浄プロセスからの成分はすすぎ水に溶解し得ないことに留意すべきで
ある。洗浄ポンプ及び洗浄アーム及びノズルはすすぎには使用されず、すすぎ水はすすぎ
の間に洗浄タンク中を循環しない。
【００７４】
　いったん機械が軟水で満たされ水の温度が４５℃になると、粉末ベースの製品がラック
上のプレートによって添加されて洗浄浴中に１ｇ／Ｌを供給する。製品が完全に溶解する
のを確実にするために、洗浄サイクルを１回行う。
【００７５】
　乾燥時間を３つの異なる種類の基材について測定する。これらの基材は、すすぎ剤成分
を含まない業務用器物洗浄プロセスにおいて乾燥が困難であり、標準的なすすぎ補助剤の
プロセスによって中程度にしか乾燥しないために選択される。これらの基材は以下の実用
上価値のある材料：２つのガラス試験片（１４８×７９×４ｍｍ）；２つのプラスチック
（「Ｎｙｔｒａｌｏｎ　６Ｅ」（Ｑｕａｄｒａｎｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｓ
ｔｉｃ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）；ナチュラル）試験片（９７×９７×３ｍｍ）；２つのステ
ンレス鋼カップ（１１０×６５×３２ｍｍ）、モデル：Ｌｅ　Ｃｈｅｆ、供給元：Ｅｌｅ
ｋｔｒｏｂｌｏｋ　ＢＶからできている。
【００７６】
　洗浄サイクル及びすすぎサイクルの後、洗浄された基材の乾燥時間を周囲温度で決定す
る（秒）。乾燥時間が３００秒を超える場合、３００秒として報告される。しかし、基材
の多くは５分以内に乾燥しない。その場合、基材上の残留する水滴も数える。
【００７７】
　洗浄サイクル及び乾燥時間の測定を、同じ基材について化学品を何も加えずにさらに２
回繰り返す。新しい試験毎に基材を取り替える（器物上に吸着している可能性のある成分
によって乾燥の結果が影響を受けないようにするため）。
【００７８】
　表３に、これらの洗浄プロセスにおける乾燥の結果を示す。各基材について、３回の繰
り返し試験における乾燥時間の平均値及び５分後の基材上の水滴数の平均値を示す。
【表３】
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【００７９】
　乾燥係数
　これらの洗剤の乾燥挙動を乾燥係数によって定量化することもできる。これは乾燥時間
及び５分後の残留水滴数の両方について計算することができ、以下の比に対応する：
添加した成分を含む洗剤を用いた場合の乾燥時間／添加した成分を含まない洗剤を用いた
場合の乾燥時間（参照試験１）
及び／又は
添加した成分を含む洗剤を用いた場合の５分後の水滴数／添加した成分を含まない洗剤を
用いた場合の５分後の水滴数
　より良好な乾燥挙動はより低い乾燥係数に対応する。
【００８０】
　表４では、様々な洗浄プロセスについて乾燥係数を計算している。乾燥係数は３種の異
なる基材すべてにおける平均値として計算される。同様に乾燥係数は、参照試験１と比較
した、標準の個別すすぎ補助剤を用いる洗浄プロセス（試験２）について計算する。

【表４】

【００８１】
　参照試験１は、洗浄プロセス又は最終すすぎですすぎ剤成分が存在しない場合に、基材
が適切に乾燥しないことを示している。５分後であっても、すべての選択された基材上に
多くの水滴が残っている。
【００８２】
　試験２の結果は、実際にこれらの基材が乾燥しにくいことを裏付ける。これらの現在標
準的な洗浄及びすすぎ条件下では、ガラス試験片のみが乾燥するが、一方プラスチック及
びステンレス鋼の基材上には、５分後にやはりいくつかの水滴が残っている。しかし標準
的な個別すすぎ剤を用いるこの乾燥は、すすぎ剤成分を何も用いない参照試験１の場合よ
りもはるかに良好である。
【００８３】
　試験３は、主洗浄用洗剤中のＪａｇｕａｒ　Ｃ１０００の存在が、新しい軟水のみです
すぐこれらの条件下で非常に良好な乾燥特性をもたらすことを示す。この結果は国際特許
出願ＷＯ２００８／１４７９４０に記載のような知見と一致する。
【００８４】
　試験４及び試験５は、主洗浄用洗剤中のＨｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２の存在も、新しい
軟水のみですすぐこれらの条件下で非常に良好な乾燥特性をもたらすことを示す。この乾
燥挙動は、個別すすぎ補助剤を使用する試験２の場合よりも著しく良好である。この結果
は、プラスチック基材の乾燥が、主洗浄溶液中に存在するＪａｇｕａｒ　Ｃ１０００より
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もこのカチオン性澱粉を用いるとより良好であることも示す。
【００８５】
　乾燥係数は、主洗浄に添加されるカチオン性澱粉の優れた乾燥特性を裏付ける。試験４
及び試験５の両方において、残留する水滴に基づく乾燥係数は０であり（したがって０．
５をはるかに下回る）及び／又は乾燥時間に基づく乾燥係数は０．９をはるかに下回る。
【００８６】
　さらなる試験は、試験４及び５による顆粒状粉末ベースの製品が物理的に安定であるこ
とを示した。分離の作用は観察されず、５ｋｇの製品をボトル中で１時間機械により振っ
た後も観察されなかった。ボトル中の異なる場所からの製品の試料はすべて、表３に示す
ような同等の完璧な乾燥をもたらした。明らかに、カチオン性澱粉Ｈｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ
　４２は、国際特許出願ＷＯ２００８／１４７９４０の実施例４に記載のように分離を防
ぐために特殊な加工方法を必要とした微細粉末のＪａｇｕａｒ　Ｃ１０００よりも、分離
に関して敏感ではない。
【実施例２】
【００８７】
　この実施例では、様々な基材の乾燥挙動を家庭用器物洗浄機で試験した。水道水による
標準的洗浄プロセスを、特にリン酸塩及びメタケイ酸塩を含有する主洗浄プロセスを用い
るこの試験に適用した。
【００８８】
　最初に（試験１）すすぎ剤成分を含まないこのプロセスの乾燥挙動を決定した。この参
照試験では、主洗浄溶液中にすすぎ剤成分は存在せず、水による最終すすぎにすすぎ剤成
分を添加しなかった。
【００８９】
　次いで（試験２）市販の「Ｓｕｎ　Ａｌｌ　ｉｎ　１」タブレットを用いるこの方法の
乾燥挙動を決定した。「Ｓｕｎ　Ａｌｌ　ｉｎ　１」タブレットは、組込み型すすぎ補助
剤を含有する食器洗浄タブレットの国内市場における、有力な製品の１つである。この「
基準試験」において、すすぎ剤成分は水による最終すすぎに添加されなかった。
【００９０】
　最後に（試験３）、カチオン性ジャガイモ澱粉が主洗剤製品中に存在し、すすぎ剤成分
を水による最終すすぎに添加しない洗浄プロセスについて、乾燥挙動を決定した。
【００９１】
　これらの試験に使用した器物洗浄機はＢｏｓｃｈ　ＳＭＧ　３００２であった。ドイツ
硬度が８である水硬度を有する水道水をこれらの試験に使用した。自動エコ・プロセスを
これらの試験に適用した。このプロセスは約３０分の洗浄プロセスで始まり、洗浄溶液は
約５５℃に加熱され、その後新しい水による約１５分の最終すすぎプロセスが続き、その
後約５分の乾燥工程が続く。
【００９２】
　実施例１に記載したのと同様の試験片をこれらの試験に使用した。実施例１に記載した
のと同様に、これらの試験片を試験の開始時にラック内に置き、洗浄プロセスの最後に評
価した。
【００９３】
　試験２では、重量が２２グラムである１個の「Ｓｕｎ　ａｌｌ　ｉｎ　１」タブレット
を洗浄プロセスに加えた。同じ重量の２２グラムの洗剤を、試験１及び試験３で加えた。
これらの洗剤の組成を表５に示す。
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【表５】

【００９４】
　表６において、これらの洗浄プロセスの乾燥の結果を示す。
【表６】

【００９５】
　以下の乾燥係数を（参照試験１と比較して実施例１に記載のように）計算できる。
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【表７】

【００９６】
　参照試験１は、すすぎ剤成分が洗浄プロセス又は最終すすぎ中に存在しない場合、基材
が適切に乾燥しないことを示している。
【００９７】
　基準試験２は、「Ｓｕｎ　ａｌｌ　ｉｎ　１」タブレットがこれらの基材の乾燥に対し
て好ましい影響を与えることを示す。特に、残留水滴数は参照試験と比較して少ない。し
かし乾燥挙動は完璧ではない。この結果は、組込み型すすぎ剤成分を含むこれらのタブレ
ットによる、家庭用食器洗浄機での乾燥が、個別のすすぎ補助剤を介してすすぎ剤成分を
すすぎ剤に加えることによる乾燥よりも多くの場合劣っているという、一般的な経験と一
致する。
【００９８】
　試験３は、主洗浄用洗剤中のＨｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２の存在が非常に良好な乾燥を
もたらすことを示す。この乾燥挙動は「Ｓｕｎ　ａｌｌ　ｉｎ　１」タブレットによる乾
燥挙動よりも著しく良好である。主洗浄でＨｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２を用い、水による
最終すすぎですすぎ剤成分を添加しないこのプロセスにおいて、基材は完全に乾燥する。
カチオン性澱粉を含有する主洗浄用洗剤もこれらの条件下で家庭内の器物洗浄プロセスに
て適切な乾燥を実現することを結論づけることができる。
【実施例３】
【００９９】
　この実施例では、カチオン性澱粉：Ｈｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２を含有するいくつかの
液体ベースの洗剤について、業務用単一タンク機において乾燥挙動を試験する。これらの
液体洗剤は異なるビルダーに基づく。以下の液体洗剤は、原料を所与の順番に５０℃で加
えることによって作製した。
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【表８】

【０１００】
　乾燥試験を、実施例１に記載したのと同じ試験方法及び同様の試験条件で行った。この
実施例では、主洗浄溶液の温度は摂氏５０度であったが、洗浄時間は２９秒であった。各
々の液体ベースの製品を２ｇ／Ｌにて洗浄浴に添加し、軟水をこれらの試験に使用した。
すすぎを新しい軟水のみで行った。乾燥の結果を表９に示す。

【表９】

【０１０１】
　以下の平均乾燥係数を参照試験１と比較して（実施例１に記載のように）計算できる。
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【表１０】

【０１０２】
　この実施例は、カチオン性澱粉を含有し異なるビルダーに基づくこれらの液体洗剤が、
新しい水のみですすぎを行う器物洗浄プロセスの主洗浄に適用されると、非常に良好な乾
燥特性を実現することを裏付けている。
【実施例４】
【０１０３】
　この実施例では、器物洗浄プロセスにおける、様々な基材の乾燥挙動に対する様々なカ
チオン性澱粉の影響を試験した。これらのカチオン性澱粉は、数種類の澱粉の異なるカチ
オン性修飾に基づく。
【０１０４】
　実施例３に記載されるのと同じ食器洗浄機、洗浄プロセス及び乾燥試験方法を用いた。
最初に（試験４Ａ：参照）すすぎ剤成分が存在しない洗浄プロセスについて乾燥挙動を決
定した。参照プロセスの洗浄溶液は、軟水中に０．５５ｇ／ｌトリポリリン酸ナトリウム
＋０．４０ｇ／ｌメタケイ酸ナトリウム＋０．０２ｇ／ｌジクロロイソシアヌル酸ナトリ
ウム塩２水和物（ＮａＤＣＣＡ）を含有していた。
【０１０５】
　次いで（試験４Ｂ～４Ｎ）３０ｐｐｍの異なるカチオン性澱粉が存在する洗浄プロセス
について、乾燥挙動を決定した。これらの洗浄溶液は、０．５５ｇ／ｌトリポリリン酸ナ
トリウム＋０．４０ｇ／ｌメタケイ酸ナトリウム＋０．０２ｇ／ｌジクロロイソシアヌル
酸ナトリウム塩２水和物（ＮａＤＣＣＡ）＋０．０３ｇ／Ｌカチオン性澱粉を含有してい
た。
【０１０６】
　これらのすべての試験において、すすぎ流水中にすすぎ剤成分が添加されておらず、そ
のため新しい軟水のみですすぎが行われた。
【０１０７】
　試験４Ｂから４Ｎまでにおいてカチオン性澱粉として使用された物質は次の通りであっ
た：
－　Ｈｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２（試験４Ｂ）、Ｒｏｑｕｅｔｔｅ製、２－ヒドロキシ－
３－（トリメチルアンモニオ）プロピルエーテル澱粉クロリド（ＣＡＳ番号５６７８０－
５８－６）；
－　ＰＴ．Ｓｔａｒｃｈ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｓｉｏｎａｌ製の６種の異
なるカチオン性タピオカ澱粉誘導体を試験した（試験４Ｃ～４Ｈ）。ＣＡＳ番号はすべて
５６７８０－５８－６である。これらの物質は異なるカチオン置換度（ＤＳ）及びｐＨ値
を有する。これらを以下の概要に示す。
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【表１１】

－　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｌｉｍｉｔｅｄ製の３種の異
なるカチオン性タピオカ澱粉を試験した。これらは以下のような異なるカチオン性度の度
合いを有する。
　Ｃａｔｏ　３０４（試験４Ｉ）－第４級アミン（０．２５％Ｎ）
　Ｃａｔｏ　３０６（試験４Ｊ）－第４級アミン（０．３０％Ｎ）
　Ｃａｔｏ　３０８（試験４Ｋ）－第４級アミン（０．３５％Ｎ）
－　ＭＥＲＭＡＩＤ　Ｍ－３５０Ｂ（試験４Ｌ）、ＳＨＩＫＩＳＨＩＭＡ　ＳＴＡＲＣＨ
　ＣＯ．ＬＴＤ製、α－カチオン性澱粉（ＣＡＳ：９０６３－４５－０）。
－　ＥＸＣＥＬＬ　ＤＨ（試験４Ｍ）、ＮＩＰＰＯＮ　ＳＴＡＲＣＨ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ
　ＣＯ．ＬＴＤ製、水素化加水分解澱粉－Ｏ－Ｃ３Ｈ５（ＯＨ）－Ｎ＋（ＣＨ３）３ＣＬ
－（ＣＡＳ　５６７８０－５８－６）。
－　ＥＸＣＥＬＬ　ＮＬ（試験４Ｎ）、ＮＩＰＰＯＮ　ＳＴＡＲＣＨ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ
　ＣＯ．ＬＴＤ製、水素化加水分解澱粉シロップ－Ｏ－Ｃ３Ｈ５（ＯＨ）－Ｎ＋（ＣＨ３
）３ＣＬ－（ＣＡＳ　５６７８０－５８－６）；活量６０％（及び４０％の水）。
【０１０８】
　表１１では、これらの洗浄プロセスについての乾燥の結果を示す。各基材について、３
回の繰り返し試験における乾燥時間の平均値及び５分後の基材上の水滴数の平均値を示す
。
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【表１２】

【０１０９】
　以下の平均乾燥係数を計算することができる。
【表１３】

【０１１０】
　これらの結果は、数種類の澱粉の異なるカチオン性修飾に基づく、様々なカチオン性澱
粉を含有する洗浄プロセスがすべて、あらゆる基材において非常に良好な乾燥を実現する
ことを示す。
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【実施例５】
【０１１１】
　この実施例では、異なる汚れと組み合わせた、カチオン性澱粉又はカチオン性グアーを
含有する洗浄プロセスについて、発泡を試験した。これらの試験のために、以下の洗剤を
調製した。
【表１４】

【０１１２】
　洗剤１及び３はカチオン性澱粉を含有していた：Ｒｏｑｕｅｔｔｅ　Ｆｒｅｒｅｓ製Ｈ
Ｉ－ＣＡＴ　ＣＷＳ　４２；冷水可溶性カチオン性ジャガイモ澱粉（ＣＡＳ番号：５６７
８０－５８－６）。
【０１１３】
　洗剤２及び４はカチオン性グアーを含有していた：Ｊａｇｕａｒ　Ｃ１０００；Ｒｈｏ
ｄｉａ製；グアーガム、２ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモニウム）プロピルエーテ
ルクロリド（ＣＡＳ番号：６５４９７－２９－２）。この多糖は、ＷＯ２００８／１４７
９４０によれば最良の乾燥特性を実現したので選択された。
【０１１４】
　洗剤１及び２は粉末ベースである。洗剤３及び４は液体洗剤であり、これらは最初にカ
チオン性多糖を５０℃の水に溶解させ、続いて他の原料を加えることにより調製される。
【０１１５】
　粉末ベースの洗剤は、軟水中に１ｇ／Ｌで添加され、液体洗剤は洗浄プロセスにおいて
２ｇ／Ｌで添加された。
【０１１６】
　これらの洗剤の発泡を、２種類の異なる汚れと組み合わせて測定した。粉末洗剤を含有
する洗浄プロセスにおいて、１カップ（２００ｍｌ）のミルク入りコーヒーを加えた。液
体洗剤による洗浄プロセスにおいて、グラス１杯（２００ｍｌ）のオレンジジュースを加
えた。
【０１１７】
　これらの試験において、業務用単一タンク器物洗浄機を使用した。洗浄プロセスの温度
は様々に変化させ、１０℃きざみで３０℃から７０まで増加させた。すすぎプロセスは適
用せず、６０秒間の洗浄後に泡のレベルを測定した。これら５点の異なる温度の泡の総レ
ベルを表１４に示す。
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【表１５】

【０１１８】
　これらの試験データは、様々な汚れに対するこれらの洗浄プロセスにおいて、カチオン
性澱粉がカチオン性グアーよりも発泡に関して敏感ではないことを示している。これは機
械による器物洗浄プロセスにおいて重要なパラメータであるが、それは発泡は機械的作用
の低下を引き起こし、そのため洗浄性能の低下を引き起こすことになるからである。
【実施例６】
【０１１９】
　特開２００７－１６９４７３は、器物洗浄製品中の非イオン性界面活性剤及びカチオン
性多糖の併用を記載している。この実施例では、カチオン性澱粉を含有する器物洗浄製品
中に存在する非イオン性物質の影響を、様々な態様で試験している。
【０１２０】
　これらの試験において、特開２００７－１６９４７３で挙げられる、好ましい非イオン
性物質の１つであるＰｌｕｒａｆａｃ　ＬＦ　４０３　（ＢＡＳＦ製；脂肪アルコールア
ルコキシレート）を、液体洗剤及び固体洗剤の両方に組み込んだ。非イオン性物質を含む
これらの試料において、カチオン性澱粉／非イオン性物質の比は１／２から約１／８まで
様々であった。さらに、非イオン性物質を含まない参照試料も試験した。
【０１２１】
　合計で７つの粉末ベース洗剤及び７つの液体洗剤を調製し、乾燥特性について、また洗
浄、洗浄プロセス中の発泡、流動特性（粉末）及び相分離（液体）についても試験した。
これらの試験におけるカチオン性澱粉は次の通りであった：
－　Ｈｉ　Ｃａｔ　ＣＷＳ　４２、Ｒｏｑｕｅｔｔｅ製、２－ヒドロキシ－３－（トリメ
チルアンモニオ）プロピルエーテル澱粉クロリド（ＣＡＳ番号　５６７８０－５８－６）
；
－　ＥＸＣＥＬＬ　ＮＬ、ＮＩＰＰＯＮ　ＳＴＡＲＣＨ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＣＯ．ＬＴ
Ｄ製、水素化加水分解澱粉シロップ－Ｏ－Ｃ３Ｈ５（ＯＨ）－Ｎ＋（ＣＨ３）３ＣＬ－（
ＣＡＳ　５６７８０－５８－６）；活量６０％（及び４０％の水）。
【０１２２】
　洗浄プロセスに加えられた粉末ベース洗剤の組成及び重量を、表１５Ａに示す。すべて
の洗浄プロセスで、等しいレベルのトリポリリン酸ナトリウム（ＳＴＰＰ）、メタケイ酸
ナトリウム（ＳＭＳ）及びジクロロイソシアヌル酸ナトリウム塩２水和物（ＮａＤＣＣＡ
）が存在した。
【０１２３】
　Ｐｌｕｒａｆａｃ　ＬＦ　４０３のレベル及びカチオン性澱粉の種類を、これらの試料
において変化させた。カチオン性澱粉／非イオン性物質の計算された比を最後の列に示す
。
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【表１６】

【０１２４】
　洗浄プロセスに加えられた液体洗剤の組成及び重量を、表１５Ｂに示す。すべての洗浄
プロセスで、等しいレベルのＢｒｉｑｕｅｓｔ　ＡＤＰＡ　６０Ａ（６０％ＨＥＤＰ溶液
）、ＧＬＤＡ（３８％溶液）、苛性カリ（５０％ＫＯＨ溶液）及びケイ酸カリウム３５Ｂ
ｅが存在した。
【０１２５】
　Ｐｌｕｒａｆａｃ　ＬＦ　４０３のレベル及びカチオン性澱粉の種類を、これらの試料
において変化させた。カチオン性澱粉／非イオン性物質の計算された比を最後の列に示す
。
【表１７】

【０１２６】
　これらの洗剤を、実施例３に記載されるのと同じ食器洗浄機及び洗浄プロセスに加え、
乾燥挙動を決定した。これらのすべての試験において、すすぎ流水中にすすぎ剤成分が添
加されておらず、そのため新しい軟水のみですすぎが行われた。
【０１２７】
　これらの洗浄プロセスについての乾燥の結果を表１６に示す。各基材について、３回の
繰り返し試験における乾燥時間の平均値及び５分後の基材上の水滴数の平均値を示す。さ
らに、平均乾燥係数を計算し、最後の列に示した。
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【表１８】

【０１２８】
　これらの試験から、粉末ベース洗剤及び液体洗剤の両方において、これらの洗剤中に非
イオン性界面活性剤も存在する場合、カチオン性澱粉の乾燥挙動は悪影響を受けることを
結論づけることができる。これらの試験で試験された両方の種類のカチオン性澱粉につい
ての場合である。最良の乾燥の結果は、洗浄プロセス中でこれらのカチオン性澱粉を非イ
オン性界面活性剤と組み合わせない場合に得られる。
【０１２９】
　３回目の洗浄後、すすぎなしで追加の洗浄を実施し、泡のレベルを測定した。これらの
結果（センチメートルでの泡の高さ）を表１７に示す。
【０１３０】
　さらに、１回の追加洗浄を行い、澱粉タイプの汚れで覆われた２つの食器について、こ
れらの洗浄プロセスの洗浄性能を決定した。朝食用シリアル（Ｎｕｔｒｉｃｉａ製のＢａ
ｍｂｉｘ）をこれらの食器にブラシで付けた。これらの食器の洗浄を視覚的に評価した。
これらの結果を表１７に示す。
【０１３１】
　粉末ベース洗剤の流動特性を、ＤＦＲ値（動的流量）を測定することにより評価した。
ＤＦＲ値は、粉末試料が垂直の管（直径４ｃｍ及び高さ３０ｃｍ）を通って流れるのに必
要な時間を記録することにより決定した。ＤＦＲ値を２８０／記録した時間（秒）の比に
よって計算した。ＤＦＲ値が高いほど、粉末ベース洗剤における流動特性がより良好であ
ることを示す。ＤＦＲ値を表１７に示す。粉末が自由に流れなかった場合、ＮＦと示した
。
【０１３２】
　液体洗剤について、相分離を評価することにより物理的安定性を決定した。１００ｍｌ
の洗剤を入れた１００ｍｌのガラス試験管の上部の、分離した層の体積を測定した。これ
らの結果も表１７に示す。
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【表１９】

【０１３３】
　これらの結果から、以下を結論づけることができる：
－　非イオン性界面活性剤の存在は、洗浄プロセスの間に発泡における悪影響を与える恐
れがある。これは粉末ベース洗剤の場合である。カチオン性澱粉を含む粉末は発泡を引き
起こさないが、一方でカチオン性澱粉及び非イオン性物質を含む粉末は著しい発泡を引き
起こす。
－　非イオン性界面活性剤の存在は、洗浄性能に負の影響を与える。澱粉タイプの汚れの
除去は、洗浄プロセスにおいて非イオン性物質が存在する場合に低下する。
－　粉末ベース洗剤中の非イオン性界面活性剤の存在は、これらの洗剤の流動特性に負の
影響を与え、ＤＦＲ値の低下又はあらゆる自由流動特性の消失を引き起こす。
－　液体ベース洗剤中の非イオン性界面活性剤の存在は、これらの洗剤の物理的安定性に
負の影響を与え、相分離を引き起こす。



(28) JP 2012-510342 A 2012.5.10

10

20

30

40

【国際調査報告】



(29) JP 2012-510342 A 2012.5.10

10

20

30

40



(30) JP 2012-510342 A 2012.5.10

10

20

30

40



(31) JP 2012-510342 A 2012.5.10

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｂ０８Ｂ   3/08     (2006.01)           Ｂ０８Ｂ   3/08    　　　　          　　　　　
   Ａ４７Ｌ  15/44     (2006.01)           Ａ４７Ｌ  15/44    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ａ４７Ｌ  15/46    　　　Ｊ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE
,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100102808
            弁理士　高梨　憲通
(74)代理人  100128646
            弁理士　小林　恒夫
(74)代理人  100134393
            弁理士　木村　克彦
(72)発明者  ネプレンブレク，アントニウス，マリア
            オランダ　エヌエル－３７６８　アエ　ゾースト，スホウテンカンプヴェグ　１６
(72)発明者  ボウ，ジュリエ，ジェシカ
            フランス　エフ－９２１２０　モントロージュ，アヴェニュー　レオン　ガンベッタ（ベー３１）
            ，　１４
(72)発明者  ラファネル，フロリアン，ロマン，マリー
            フランス　エフ－３３　０００　ボルドー，リュ　クロイス　デ　セグエイ　１２９
Ｆターム(参考) 3B082 CC00  CC01  CC02  DC01  DC05 
　　　　 　　  3B201 AA21  AB01  BB02  BB21  BB91  BB94  CC01  CC11 
　　　　 　　  4H003 AC07  AC23  BA09  BA12  BA15  BA17  DA17  DC02  EA09  EA15 
　　　　 　　        EA16  EB22  EB41  EB46  ED02  FA21  FA34 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	search-report
	overflow

